


・ 保護者や地域の大人の、子どもに対する理解の浸透を図るため、平成 24年 12 月１日に「みえの

子ども白書フォーラム」を開催しました。また、子どもの思いをフォーラムで発表するため、事

前にこども会議を開催（３回）しました。

・ 施策を進めていく上での参考とするため、e-モニター制度を利用した「キッズ・モニター（375

人：平成 24年 12 月末現在）」を活用して、子どもの意見の聴取や把握をしています（平成 24 年

12 月末現在：６事業で実施）。今後、モニターの拡大と、モニター結果の活用を促進していく必

要があります。

・ 子どもの悩みや不安に寄り添い、ともに問題の解決を図る子ども専用相談電話「こどもほっとダ

イヤル」を運営しています。これまでに 2,442 件（平成 24 年 12 月末現在）の相談が寄せられて

おり、専門的な対応が必要な案件については、児童相談所等関係機関と連携して対応しています。

今後も、悩みを抱える子どもに向けて、より一層の周知が必要です。

・ 子育て中の親の悩みの共有や連携を図るため「親なびワーク」を実施していますが、子育てに関

して不安や負担を感じる人が増加していることから、児童虐待防止の観点も加え「親なびワーク」

をリニューアルする必要があります。

・ 子育ちサポート講座の開催（公開講座１回、出前講座 18回）により、「みえの子育ちサポーター」

を養成（平成 24 年 12 月末現在 2,347 人（累計））していますが、さらに出前講座の積極的な開

催を関係機関に働きかけていきます。また、サポーターの実践的な活動を促進する必要がありま

す。

・ 家族が互いの理解を深め、絆を認識する機会として、「家族の絆 一行詩コンクール」を実施し、

平成 23 年度を上回る応募（7,017 作品）をいただきました。「子育て応援！わくわくフェスタ」

のなかで表彰式を行うなど、一行詩に込められた思いを皆で共有・共感し、子どもが豊かに育つ

地域社会づくりに活用していきます。

・ 「みえ次世代育成応援ネットワーク」の会員の拡大を図る（1,112 会員：平成 24年 12 月末現在）

とともに、メールマガジン（みっぷる通信）の発刊や会員総会の開催など、会員間の交流機会の

拡充を図り、会員相互の連携強化に取り組んでいます。また、「みえ次世代育成応援ネットワー

ク」と連携して、平成 25年２月に伊勢市で「子育て応援！わくわくフェスタ」を開催するなど、

家族や地域の絆を深める取組を行っています。

・ 三重県青少年健全育成条例に基づく立入調査を、地域別・計画的に行うとともに、子どもの利用

が多い店舗に「青少年健全育成協力店」として登録していただくよう積極的に働きかけており、

引き続き立入調査や協力店への登録要請等継続的な活動が必要です。

・ 子どもの育ちにおける家族の絆の大切さが認識され、社会全体で子育て家庭を応援する地域社会

づくりをめざし、三重県商工会議所連合会総会や市町等で開催される各種会議で「家庭の日」の

周知・啓発をするとともに、企業における取組状況を調査しています。引き続き、企業や県民の

皆さんに幅広く周知する必要があります。

・ 「三重県子ども条例」がめざす子どもの権利が尊重される社会の実現に向けて、子どもが意見を

表明し参加する機会としてこども会議を開催するなど、条例について理解を深め、周知・啓発し

ていく取組を推進します。

・ 「キッズ・モニター」により、子どもが意見表明できる機会の設定・提供を行うとともに、制度

の活用を進めます。

平成 25年度の取組方向
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・ 「こどもほっとダイヤル」の周知・広報に努め、悩みを抱える子どもに向き合い、より良い支援

が行われるよう関係機関との連携を強化して対応していきます。

・ ワークショップ形式の「親なびワーク」を児童虐待未然防止の観点もふまえて、乳幼児を持つ親

を重点的な対象としてリニューアルし、市町や関係機関と連携して取り組んでいきます。

・ 「みえの子育ちサポーター」を養成していくとともに、市町や関係機関と連携して、地域での活

動を促進していきます。

・ 「家族の絆 一行詩コンクール」について、これまでの作品を活用して、コンクールの効果的な

周知・啓発をしていきます。

・ 地域の企業や団体に、子どもの育ちと子育て支援に関する取組の輪が一層広がっていくよう「み

え次世代育成応援ネットワーク」と連携して家族の絆が深まるようなフェスティバルを開催する

とともに、さらなるネットワーク会員の拡大を図っていきます。また、地域での自主的な活動が

進むよう、会員の取組情報の共有や会員間の交流の場づくりを行います。

・ 「青少年健全育成協力店」への登録について、三重県青少年健全育成条例に基づく立入対象店舗

のうち、子どもの利用の多い店舗を重点的な対象として働きかけていきます。

・ 「家庭の日」協力事業所として登録いただいた企業に対し感謝状を贈呈するとともに、県ホーム

ページ等で県内企業の取組を紹介するなど、「家庭の日」について広くＰＲしていきます。

●（一部新）子ども施策総合推進調整事業【基本事業名：23101 子ども条例の普及と推進】

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費）

当初予算額：(24) ９５２千円 → (25) ２，２０６千円

事業概要：子ども条例の基本理念を実現するため、子どもの権利について学ぶ機会の提供やこ

ども会議の開催などの取組を、新たに団体・企業からの提案を受けて実施します。

また、「キッズ・モニター」制度を活用し、子どもの視点を県政に生かします。

●子ども専用電話相談事業【基本事業名：23101 子ども条例の普及と推進】

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費）

当初予算額：(24) １５，８６０千円 → (25) １１，８６８千円

事業概要：子どもの悩みや不安に寄り添い、ともに問題の解決を図るとともに、関係機関と連

携して子どもを支えるため、子ども条例に基づき設置した子ども専用相談電話「こ

どもほっとダイヤル」を運営します。

●（一部新）家庭の養育力向上事業【基本事業名：23102 家庭力・地域力の向上支援】

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費）

当初予算額：(24) ５，１８３千円 → (25) ４，５９１千円

事業概要：子育ての不安感や負担感の軽減を図るため、ワークショップ形式の「親なびワーク」

を、乳幼児を持つ親を重点的な対象に、児童虐待未然防止の観点もふまえリニューア

ルします。

また、地域で子どもの育ちを見守り支える取組が進むよう「みえの子育ちサポータ

ー」を養成するとともに、家族をはじめ大人と子どもがお互いを思いやるきっかけ

を提供する一行詩コンクールを行います。

主な事業
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●家族の絆強化事業【基本事業名：23102 家庭力・地域力の向上支援】

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費）

当初予算額：(24) １７，０００千円 → (25) ９，９４６千円

事業概要：多くの大人が子どもの育ちを支えていけるよう、「みえ次世代育成応援ネットワー

ク」の会員の拡大を図るとともに、地域での自主的な活動が進むよう、会員の取組

情報の共有や会員間の交流の場づくりを行います。

また、企業、団体等さまざまな主体と連携し、家族の絆が深まるようなフェスティ

バルを開催します。

●子ども・若者事業推進費【基本事業名：23103 子どもの保護対策の推進】

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 ７ 子ども対策費）

当初予算額：(24) ２９，９６６千円 → (25) ２８，２４５千円

事業概要：子どもを有害環境から保護するため、三重県青少年健全育成条例に基づく立入調査

を実施するとともに、子どもの利用が多い店舗に「青少年健全育成協力店」として

登録いただくよう積極的に働きかけを行います。

また、家庭の果たす役割について理解を深めるため、「家庭の日」についてＰＲを

行います。


